
  
 
 
 
 
 

 

 

　◆◇◆　後期児童会役員が決まりました　◆◇◆ 

 

　１０月７日（月）に、後期児童会役員選挙が行われました。投票権のある４年生以上が体育館に

集まって、選挙管理委員の司会・進行のもと、会長・副会長・書記の立候補者及び推薦者の演説

を聞きました。どの候補者も、自分の良さや決意をよく考えて、堂々と伝えることができました。

また、推薦者も、立候補者の素晴らしい所を大きな声で分かりやすく紹介してくれました。 

　投票の結果、次の皆さんが後期児童会役員になりました。紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ひかり～   　　　

中村小学校学校だより　No.１４ 

令和６年１０月１７日  文責：校長　村松　　１０月生活目標：読書をしよう

★会　長　　豊  島　（とよしま）さん〔６年〕★ 

　ぼくは、「４つのあ」のあいさつに最も力を入れていきます。地域の人たちとあいさつがで

きるような「おはようボランティア」や、あいさつ運動を中心に活動していきます。また、楽しく

あいさつのできる取り組みも実行していきたいと思います。半年間、よろしくお願いします。

★副会長　　松  岡　（まつおか）さん〔６年〕★ 

　ぼくは、「４つのあ」のあいさつを、もっとよくしていきたいと思います。選挙でも言ったよう

に、自分の長所の「人を笑顔にすること」をいかし、もっともっと笑顔の飛び交うような学校を

めざしていきます。半年間、よろしくお願いします。

★副会長　　谷  本 （たにもと）さん〔５年〕★ 

　わたしは、中村小学校が大きな声であいさつができるようになるために、あいさつ運動に

力を入れていきます。半年間、よろしくお願いします。

★書　記　　乾　（いぬい）さん〔６年〕★ 

　私ががんばりたいことは、「４つのあ」のあいさつです。おはボラやあいさつ運動で、全校の

みなさんのあいさつがレベル５の大きなあいさつになるように、まず自分がレベル５のあいさ

つができるように取り組んで、みんなの見本になれるようにがんばっていきたいです。半年

間、よろしくお願いします。

★書　記　　町　田（まちだ）さん〔５年〕★ 

　私が力を入れていきたいことは、あいさつです。全校がレベル５のあいさつができるように

なるために、あいさつ運動に力を入れていきたいです。半年間、よろしくお願いします。



　　後期児童会役員は、全員が「あいさつ」に力を入れていきたいと述べてくれました。児童会を

中心に、明るいあいさつができる「みんな仲よく笑顔いっぱいの中村小学校」を目指していき

ましょう。 

 

赤い羽根共同募金～前期児童会役員街頭募金活動～ 

　　今年も１０月１日（火）から、“赤い羽根共同募金”がス

タートしました。 

　四万十市社会福祉協議

会からの依頼を受け、本校

の児童会役員がボランテ

ィアで募金活動に参加。 

　５日（土）、フジ中村店前で、心を込めて募金を呼びか

けました。 

 

　　　　　　　　入　賞　お　め　で　と　う 

 

 

歯と口の健康に関する図画・ポスター並びに啓発標語コンクール：高知県歯科医師会主催 

 

〔図画〕●佳　作●　２年…野村　　　山本　 

〔標語〕●入　選●　４年…岡　﨑　「きれいな歯　未来の自分に　とどけよう」 

　　　　　　　　　　５年…江　﨑　「はみがきで　未来の自分に　きれいな歯」 

　　　　　　　　　　６年… 乾 　　「続けよう　未来に送る　自分の歯」 

　　　　●佳　作●　１年…池　上　「いまあるは　あしたのために　よくみがく」 

　　　　　　　　　　２年…西　本　「きれいな歯　自分でまもって　ピッカピカ」 

　　　　　　　　　　　　　岩　瀬　「ははだいじ　大人になっても　つかうから」 

　　　　　　　　　　３年…村　田　「歯はだいじ　ピカピカキレイ　気もちいいな」 

　　　　　　　　　　４年…高　橋　「まもろうよ　未来の自分　大事な歯」 

　　　　　　　　　　　　　森　下　「はみがきは　デンタルフロス　大切だ」 

　　　　　　　　　　５年…小　林　「自分の歯　未来におくろう　きれいな歯」 

　　　　　　　　　　　　　市　川　「自分の歯　大切だから　守りたい」 

　　　　　　　　　　　　　芝　上　「歯をみがけ　じぶんもみがけ　歯もげんき」 

　　　　　　　　　　　　　林　　　「おとなのは　二度とははえない　たいせつに」 

　　　　　　　　　　６年…入　川　「自分の歯　自分の力で　守ろうよ」 

　　　　　　　　　　　　　豊　島　「きれいな歯　笑顔をつくる　未来でも」 

　　　　　　　　　　　　　松　岡　「だいじにね　いちどきりしか　ないはだよ」


